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  毎日、憲兵が、剣と長靴の音を高く響かせながらやって来る。 
  憲兵はいつも実弾をこめたピストルを右手にしっかりと握っている。 
  俺の頭の中には、軍隊を脱走した1人の兵士が隠れている。兵士は俺の頭の中で絶え
ず笑っている。…… 
  「どこへつれて行こうってんだ？」 
  「これから貴様をあの監獄へぶち込むんだ！」 
  向こうを見ると、赤煉瓦の建物が、青い空を切って立っている。例の憲兵は実弾を込
めたピストルを右手にしっかりと握っている。 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































構築されてくる。つまり、自身において「中核の自己をもっているという感覚a sense of 
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